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①食料自給率38％の中で起きた昨年からの米不足を解決するためには、価格
補償と所得補償で生産者の経営を安定させる必要がある。これは国の責任で
行うべきと考えるが、国への提言を行っていただきたい。

②コメ価格の高騰で稲作農家の経営状況や栽培に対する意欲をどのように感
じているか。若い農家が増加する機会と判断できるか。

③収入保険制度への加入促進のため市の助成制度の確立を求める。

④コメの作付状況の把握はどのように行っているか。

⑤今年のような早期の梅雨明け、連日の猛暑による影響は農業全体に及んで
いるが、国東市として対策本部を早期に設置する必要があると感じる。県や
様々な研究機関とも連携し農家に適切な対処策を示すことはできないか。

⑥オーガニックビレッジ宣言はできないのか。

①11月6日に国道213号線のトンネル内でおきた自転車とトラックの事故に対
する見解は。
・国道ではあるが地元の住民の生活道路として今後の対策を県に求めたか。
・トンネル内には歩道がなく自転車は車幅の狭い車道を走ることになる。こ
れまでも市民の交通に不安を感じるという声は出ていたが対応が必要ではな
いか。

②向田から竹田津までのトンネルの整備状況はそれぞれ違っている。観光客
の増加などでサイクリングコースとしての使用が増えれば事故も多発しない
かと心配が出てくる。一つ一つのトンネルで対処方法を立てる必要性はない
か。

③現在、市内のサイクリングロードの利用状況はどうなっているか。
・大分県・国東市のサイクリングコース整備の今後の計画はどうなっている
か。

①市民病院の医師、看護師の充足率はどうなっているか。
・不足を補うための方策は考えているか。
・経営に対し人手不足はどう影響しているか。

②医療機関の経営危機が全国的な問題になっているが、市民病院の経営状況
の今後の問題点はどう考えているか。

③OTC類似薬の公的医療保険から外す議論がおこなわれているが、患者団体か
ら反対の声がでている。このような改悪に反対するのは当然だが、市民病院
の経営から見てどのように考えるか。

④70歳以上の患者の自己負担割合を3割に引き上げるような議論がされている
が、反対の声を上げていくことが必要ではないか。
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白石德明
（6）

（共産党）
1

1 農業政策について

道路整備について2

市民病院
事業管理

者
市長

3 医療体制について

市長

市長
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①少人数学級の教育的効果と課題認識について。

②財源と教員確保の具体策について。

③教室環境の整備について。

①研修バスの今の現状と課題について。

②スクールバスの運用について。

③市民向けバスの導入について。

①市内調達の現状と課題について。

②小売店や小規模事業者の参入しにくい要因について。

③市内業者の活用拡大に向けた具体必要施策について。

① 河川の草刈りなどの報償金の妥当性は。
・現在の単価は適正だと思うか。
・過去数年間で見直しは行われたか。
・周辺自治体と比較してどうか。

② 草刈り・土砂撤去の年間頻度の見直しはされているのか。
・現在の草刈りや土砂撤去の回数は。
・河川ごとの流水能力の低下などのチェックはしているか。

③河川のデジタル管理について。
・現状どのように把握しているか。
・河川管理のDX化は検討しないか。

④ 今後の河川維持管理の方針は。

① 管理不全空き家・特定空き家の認定と対応の現状は。
・件数とそのうち解体に至った件数。
・市内で特定空き家に認定された例はあるのか。

② 所有者が不明・不在な空き家に関しての現状は。

3
部活動の地域移行につ
いて

① 来年度からの予定は。
・周知の方法やタイミングは。 教育長

市内の小・中学校にお
ける35人学級の現状と
それに対する課題と認
識について

2
市内のいろんな団体が
大会や研修などに使用
できるバスについて

市内業者の活用に関す
る市の基本方針につい
て

河川の管理について

2 危険空き家について

3

2
松本光生
（2）

（自民党）

1

3
和田圭介
（1）

（無所属）

1 市長

市長

市長
教育長

市長

市長
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1
定年延長に対する対応
について

①役職定年者、再任用職員を活用した市の抱える課題解決に向けてのプロ
ジェクトチーム結成の考えは。 市長

①外国人就労者、居住者の状況は。

②多文化共生社会の対応は。

③今後の取組み、考えは。

①小規模農業従事者への市独自の支援策は。

②基本的な農政ビジョンは。
農業振興策について

2
多文化社会の取組みに
ついて

4
野田忠治
（10）

（新世会）

3

市長

市長
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①現在のデマンド交通の推進状況は。
・現状について説明を。
・利用状況及び課題、今後の予定は。

②試験的に行ってきた夜間のタクシ－送迎の現状と今後の計画は。

③高齢者の移動支援の現状と課題は。
・各市の地域づくり団体が取り入れている交通弱者に対する移動支援の実施
状況から、市内の交通弱者に対する有償ボランティアでの実施状況、拡大予
定は。

④市内均一料金の制度設計は考えているか。
・新聞に臼杵、豊後大野、竹田市、津久見市と大分バスでの市内運行運賃が
均一になったとあった。制度設計について考えているのか。

⑤高校生の遠距離通学に対する通学送迎についての検討は。

①ひきこもり状態にある人に関する国東市の現状について。
・実人数はどれくらいおられるのか。
・窓口はどこが担当しているか。
・福祉に関する各種連携会議等が開催されているが、ひきこもり状態にいる
人に関する内容は、実際どれくらい取り上げられているか。

②県下では、ひきこもりの家族会などがあり、定期的に会合を開いたりして
いるが、内容の把握や実際に紹介したことはあるか。

③ひきこもりに関する啓発や講演会の開催状況について。
・これまでどのようにされていたか。
・今後啓発講演会などの予定は。

①今年から健康チャレンジ事業が中止になった。これまで、向こう三年間の
実施状況について説明を。
・参加人員、参加の多い年齢層、町村別の実施状況、運動設定項目、効果に
ついての把握方法、予算措置など。
・どのような効果と課題が見えてきたのか。
・今後、それらの課題に対する効果的な健康づくり運動の展開はどのように
考えているのか。

②これまで実施してきた健康づくりに関する大会や講演会の実施予定はある
のか。

5
吉田眞津子

（9）
（市改ク）

1
市内の交通弱者に対す
る支援体制の整備につ
いて

2
ひきこもり状態にある
人に対する支援対策の
現状と課題について

3
健康づくり運動の推進
について

市長

市長

市長


